
ロコモ３月 - 01

はじめのうた

季節のカード（ことば編）

童　　謡 仰げば尊し

回　　文 竹やぶやけた

今月の詩 強　敵　　島崎藤村

う　　た 合成のうた　

ことわざ 来年のことを言えば鬼が笑う　

楽あれば苦あり苦あれば楽あり　　類は友を呼ぶ

渡る世間に鬼はない　　笑う門には福来る

う　　た 単位のうた　　

俳　　句 与謝蕪村　正岡子規　芝不器男

かぞえうた　　４機　８機　12機　（飛行機）

なぞなぞ

手あそびうた　サラスポンダ

今月のうた　　オーストラリアのうた

慣 用 句 肩を並べる　　鼻であしらう　　膝を交える

イメージトレーニング スティーム（第12話　母なる地球）

（イメージしてみましょう）

おはなし ハーメルンの笛吹き

漢　　詩 長恨歌

百人一首 藤原基俊　清少納言　蝉丸　藤原興風　

復習コーナー

暗　　示　　（静かなところで目を閉じて聞きましょう）
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竹やぶやけた
たけ

ロコモ３月 - 02

回　文回　文回　文



ロコモ３月 - 03

　

　強　敵

島崎藤村

一つの花に蝶と蜘蛛

小蜘蛛は花を守り顔

小蝶は花に酔い顔に

舞えども舞えどもすべぞなき

花は小蜘蛛のためならば

小蝶の舞をいかにせん

花は小蝶のためならば

小蜘蛛の糸をいかにせん

やがて一つの花散りて

小蜘蛛はそこに眠れども

羽翼も軽き小蝶こそ

いずこともなくうせにけり

 

しまざきとうそん

きょう     てき

今月の詩今月の詩

ひと はな　　 ちょう　　  く   も

  こ   ぐ    も はな　　  まも　　 がお

 こ ちょう　　 はな　　   よ　　   がお

  ま　　　　　　　　ま

はな こ    ぐ   も

  こ ちょう　　 まい

はな　　　こ ちょう

  こ   ぐ    も いと

ひと  はな  ち

  こ   ぐ    も  ねむ

 つ ば さ 　　  かろ　　　こ ちょう



来年のことを言えば鬼が笑う

　明日のことさえわからないのに、将来のことなどとて

　も予測できない。

楽あれば苦あり　苦あれば楽あり

　世の中は楽しいことがあれば苦しいこともある。

類は友を呼ぶ

　気の合った者や性質の似た者同士は、自然に集まるも

　のである。

渡る世間に鬼はない

　世の中には薄情な人ばかりではなく、人情に厚い人も

　必ずいる。

笑う門には福来る

　いつも笑い声が満ちている家には、自然と幸せがやっ

　てくる。

らい ねん　  い　  おに　  わら

らく　  く　 　く　  らく

るい　   とも　  よ

わた　 　せ  けん　  おに

わら　  かど　   ふくきた

 あ し た 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  しょうらい

   よ  そく

 よ　  なか　  たの　  くる

  き　　    あ　　          もの　　  せいしつ　　    に　　   もの どう  し　　　　　  し  ぜん　　 あつ

  よ　　   なか　　　　  はくじょう　    ひと　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にんじょう　　あつ　     ひと

かなら

　わら　　 ごえ　　   み　　　　　　　　　  いえ　　　　　　　 し  ぜん　　 しあわ

ロコモ３月 - 04

ことわざことわざことわざ
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凧　きのうの空の　ありどころ
与謝蕪村

毎年よ　彼岸の入りに　寒いのは
正岡子規

白藤や　揺りやみしかば　うすみどり
芝不器男

いかのぼり そら

  まいとし   ひ  がん　     い さむ

  しらふじ   ゆ

 

まさ おか  し　き

しば  ふ    き   お

  よ   さ    ぶ  そん

俳　句俳　句



１　いくらはれても痛くなくて、気持ちがよいものな
　　あに？

２　寒くなると突然空から降ってくることがある、動
　　物と同じ名前のものはなあに？

３　機嫌のいいときは、真っ青。悪くなると灰色。し
　　まいには泣き出してしまうものなあに？　

４　水もなく魚もいないけど川って言うものなあに？

  いた き　も

さむ とつ ぜん そら ふ  どう

ぶつ　　 おな　　　な  まえ

 き  げん  ま　　   さお　　  わる  はい いろ

 な　　    だ

みず   さかな  かわ　　 い

ロコモ３月 - 06

なぞなぞなぞなぞ
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《サラスポンダ》

サラス1 ポンダ2 サラス3 ポンダ4

サラス5 ポンダ6 レッ7 セッセ8

サラスポンダ サラスポンダ サラスポンダ レッセッセ

オドラオ オドラポンダオ オドラポンダ レッセッセ

オセポセオ

9

手を１かい

たたく

手をあたまに １かいたたく 手をかたに

１かいたたく 手をほっぺに １かいたたく ももを２かい

たたく

うたにあわせて①〜⑧をくりかえす

て
て て

て

手あそびうた手あそびうた



ロコモ３月 - 08

《オーストラリアのうた》

南半球にある　日本の約20倍の面積をもつ国　オーストラリア

東に　グレートディバイディング山脈　

中央に　グレートアーテジアン盆地

西には　砂漠や草原が　広がっている

首都は　キャンベラ　最大都市は　シドニー　オペラハウスは有名だ

白豪主義をとっていたが　いまではやめて　

イギリス系白人だけではなく　アジア系移民も増加し

多文化社会を　めざしている

中央低地では　掘り抜き井戸を　利用して　羊を飼育　

大農法で　小麦を栽培　

南半球の　穀倉とよばれ　

北半球と収穫時期の　違いから　輸出に有利

西部の台地では　鉄鉱石　東部の山地では　石炭　

他にも　天然ガス　ボーキサイト　金など　多くとれる

エアーズロックは　アボリジニの聖地

グレートバリアリーフは　大珊瑚礁　

観光都市は　メルボルン　シドニー　ブリスベン　ケアンズなど

珍しい動物　カンガルー　コアラ　カモノハシ

みなみはんきゅう　  に　ほん　  やく　 　ばい　  めん せき　 　くに

ひがし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  さんみゃく

ちゅうおう　  ぼん  ち

 にし　  さ  ばく　   そう げん　 　ひろ

 しゅ   と　  さい だい  と　 し　  ゆう めい

 はくごう しゅ   ぎ　

 けい はく じん　  けい  い   みん　  ぞう  か

 た  ぶん  か  しゃ かい

ちゅうおう てい ち　  ほ 　ぬ　  い    ど　 　り　よう　  ひつじ　  し  いく

 だい のう ほう　 　 こ   むぎ　  さい ばい　

みなみはんきゅう　  こく そう

 きた はんきゅう　 しゅうかく　じ　き　  ちが　 　ゆ  しゅつ　　ゆう  り

 せい  ぶ　　　だい  ち　　　　　　　  てっ こう せき　　  とう  ぶ　　　さん  ち　　　　　　　  せき たん

 ほか　　　　　　　てん ねん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きん　　　　　　　 おお

 せい  ち　

 だい さん  ご  しょう

 かん こう  と    し

めずら　　　　どう ぶつ

今月のうた今月のうた今月のうた
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肩を並べる

　対等の地位や力で張り合う。

鼻であしらう

　相手をばかにして、いいかげんに応対する。

膝を交える

　互いに近寄り、うちとけて話し合う。

たい とう　　　ち　 い　　  ちから　　  は          あ

あい  て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 おう たい

たが　　　　  ちか  よ　　　　　　　　　　　　　　　　  はな　　　あ

かた　　 なら

はな

ひざ　　 まじ

慣用句慣用句
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ハーメルンの

笛吹き
ふえ  ふ

　「ハーメルンの笛吹き」は、笛を吹いて町のネズミを

退治する不思議な男のお話です。

　お話を聞いた後で、質問にこたえてみましょう。

１　ハーメルンの町で、増えて困った動物は何でしたか。

２　不思議な男は、どんな方法でこの町の人が困っていた

　　動物を退治しましたか。

３　町長さんは、どうしてお金を払わなかったのでしょうか。

４　町長さんが約束を守らなかった結果、どんなことが

　　おきましたか。

   ふえ  ふ   ふえ　　   ふ まち

たい  じ　　　　　  ふ    し    ぎ　　  おとこ　　　　 はなし

はなし　　  き　　　　　 あと　　　　  しつ もん

   まち  ふ　　 こま   どう ぶつ　　  なん

ふ　 し   ぎ おとこ ほう ほう まち　　  ひと　　 こま

 どう ぶつ　　 たい  じ

ちょうちょう かね　　 はら

ちょうちょう   やく そく　　 まも   けっ  か

おはなしおはなし
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長
恨
歌

白
居
易
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清少納言
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百人一首百人一首百人一首
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